
■検討対象地の概要 

① 栃木警察署跡地 

所 有 者 市有地 面積 約 5,333m2 

用途地域 商業地域 

概  況 ・建物は解体され、更地となっています。 

・イベント広場、駐車場として暫定利用されて

います。 
 

② 栃木駅前市有地 

所 有 者 市有地 面積 約 4,322m2 

用途地域 商業地域 

概  況 ・更地となっており、イベント広場、駐車場と

して暫定利用されています。 

・東側には、国の行政機関が立地予定です。 
 

③ 栃木中央小学校跡地 

所 有 者 市有地 面積 約 14,545m2 

用途地域 第１種住居専用地域 

概  況 ・建物は、耐震工事施工済みです。 

・臨時駐車場などとして、暫定利用されていま

す。 
 

④ 栃木市役所本庁舎敷地 

所 有 者 市有地 面積 約 8,000m2 

用途地域 第１種住居専用地域 

概  況 ・市役所は、平成２６年２月１０日に移転予定です。 

・別館は、国の登録有形文化財に指定されてい

ます。 
 

⑤ 市民会館敷地 

所 有 者 市有地 面積 約 3,803m2 

用途地域 第１種住居専用地域 

概  況 ・敷地の一部に都市計画道路の計画予定線があ

ります。 

・勤労青少年ホーム等が併設されています。 
 

 

～ まちなか土地利用に関するパブリックコメント ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提 出 期 間  平成２５年 ３ 月 ８ 日（金）午後５時まで 

提 出 方 法  提出用紙に必要事項を記入のうえ、提出してください。 

        ① 直 接 提 出 本庁まちなか土地利用推進室 

                各総合支所地域まちづくり課 

        ② 郵   送 〒３２８－８６８６ 栃木市入舟町７－２６ 

                まちなか土地利用推進室 あて 

        ③ ファックス ０２８２－２１－２４０７ 

        ④ メ ー ル ｍａｃｈｉｎａｋａ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｃｈｉｇｉ．ｌｇ．ｊｐ 

提 出 用 紙  提出用紙は、本庁まちなか土地利用推進室、各総合支所地域まちづく

り課にあります。また、市ホームページからダウンロードできます。 

       なお、氏名、住所とご意見が記載されていれば、様式は問いません。 

提出・問合先  栃木市 総合政策部 まちなか土地利用推進室 

         住  所 〒３２８－８６８６ 栃木市入舟町７番２６号 

         電話番号 ０２８２－２１－２４１５ 

 

 

栃  木  市 

 

 

栃木地域中心市街地の土地利用について  

市民の皆様のご意見をお伺 いします  

栃木市では、栃木地域中心市街地にある大規模遊休地等について、今後の土

地利用の方向性等について検討を進めており、これらを有効に活用することに

より、中心市街地の活性化などにつなげていきたいと考えています。 

つきましては、検討対象地の土地利用について、市民の皆様のご意見をお伺

いします。 

   検討対象地（各対象地の概要は裏面にあります） 

    ①栃木警察署跡地    ②栃木駅前市有地 

    ③栃木中央小学校跡地  ④栃木市役所本庁舎敷地 

    ⑤市民会館敷地 



◆検討対象地の土地利用方針（案） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤市民会館敷地 

☆他の検討対象地との連携を踏まえ、市民活動支援施設等、または 

住宅地等としての土地利用の推進 

 

①栃木警察署跡地 

☆オールドシティとニューシティを連携する土地利用の促進 

☆まちなか居住推進に向けた土地利用の促進 

④栃木市役所本庁舎敷地 

☆県庁堀との一体的な整備による歴史・文化拠点づくり 

 

機能連携 

【中・長期計画】 

・周辺施設との連携を考慮し、回遊性

向上等を支援する土地利用を検討

します。 

・また、まちなか居住促進のため、周

辺住宅地と併せた市街地の再構築

を検討します。 

・想定する機能 「住む」「集う」 

【短期計画】 

・別館は、歴史、文化資源として活

用することが考えられます。 

・本庁舎、第２別館は、解体し、オ

ープンスペースとして活用する

ことが考えられます。 

【中・長期計画】 

・都市計画道路の整備計画に併せて、

建替え、または移転することが考

えられます 

・または、周辺が住宅地であること

から、まちなか居住促進のため、

住宅地として活用することが考え

られます。 

・想定する機能 「住む」「集う」 

③栃木中央小学校跡地 

☆既存施設を活用した土地利用の促進 

 

 

行政機能
の補完 

【短期計画】 

・既存の利用形態を考

慮し、イベント広場

や駐車場として活用

することが考えられ

ます。 

【短期計画】 

・旧校舎については、屋根貸し事業

（太陽光発電）の対象となってい

ることから、当面は既存施設を活

用します。 

・既存施設の公共性等を踏まえ、行

政機能や子育て支援施設などと

しての活用が考えられます。 

【短期計画】 

・都市計画道路の整備

計画の状況を踏ま

え、現状の機能を維

持します。 

都市拠点整備 

オールドシティ
とニューシティ
を連携する役割 

① 

③ 

周辺住宅地と
併せた市街地
再構築の検討 

② 

④ 
⑤ 

蔵の街づくり拠点 
（行政・市民・観光支援拠点） 

 

 

【中・長期計画】 

・栃木市役所本庁舎敷

地と栃木中央小学

校跡地は、蔵の街づ

くりの拠点として、

一体的な土地利用

を検討します。 

・想定する機能 

「住む」「集う」 

②栃木駅前市有地 

☆新生栃木市の顔となる土地利用の促進 

【短期計画】 

・国の行政施設整

備の状況を踏ま

え、当面はイベ

ント広場等とし

ての活用を検討

します。 

【中・長期計画】 

・国の行政施設の整備状況を踏まえ、栃木

駅前の賑わいを創出するため、多様な機

能を有する複合施設の整備を検討しま

す。 

・また、人が集まる空間として、イベント

広場などのオープンスペースとしての

活用を検討します。 

・想定する機能 「住む」「買う」「集う」 

○今後の取り組みとして、当面の課題等への対応策としての「短期計画」（５年程度を想定）、中長期的な展望に立った「中・長期計画」（５年以降を想定）の２段階の方針を検討します。 

○中心市街地の活力や賑わいづくりのために必要な機能として、「住む」・「買う」・「集う」の３つの視点を踏まえて、土地利用の方針を検討します。 

 「住む」機能には、住宅（集合住宅を含む）、市民生活支援施設（子育て支援施設、医療施設等）、行政機能（行政施設、教育支援施設、倉庫等）、公園・緑地 

 「買う」機能には、商業施設、観光支援施設（観光案内所、物産館等） 

 「集う」機能には、観光支援施設、市民活動支援施設（市民活動拠点、市民会議室等）、イベント広場、美術館・博物館、駐車場（交通ターミナル等）、ホテル  などが考えられます。 

 また、これらの施設を組み合わせた複合的な土地利用についても検討します。 

 

国の行政施設 


